
中
国
医
学
で
は
、
冑
が
食
物
を
口
か
ら
受
け
て
、
こ
れ
を
脾
に
降

し
、
脾
が
こ
れ
を
消
化
吸
収
し
て
、
そ
の
精
微
は
昇
っ
て
肺
に
至

り
、
肺
の
宣
散
粛
降
作
用
に
よ
り
、
全
身
を
め
ぐ
る
と
い
う
概
念
が

あ
る
。
小
腸
、
大
腸
と
い
う
名
称
は
あ
る
が
、
現
代
医
学
に
お
け
る

小
腸
、
大
腸
の
作
用
は
、
ほ
と
ん
ど
脾
の
働
き
の
中
に
包
含
さ
れ
て

い
る
よ
う
で
あ
る
。

一
方
、
小
腸
病
、
大
腸
病
、
脾
病
と
い
う
言
葉
が
古
典
に
出
て
く

る
の
で
、
古
人
が
こ
れ
ら
の
病
を
い
か
に
理
解
し
て
い
た
か
を
考
察

し
よ
う
と
し
た
。

一
『
素
問
』
、
『
霊
枢
』
に
お
け
る
記
載

『
霊
枢
』
邪
気
蔵
府
病
形
第
四

「
大
腸
病
」
腸
中
切
痛
し
て
濯
濯
と
鳴
る
。
冬
に
寒
さ
に
や
ら
れ

る
と
泄
し
て
膳
の
あ
た
り
が
痛
み
、
久
し
く
立
つ
こ
と
が
で
き
な
い
。

中
国
古
典
に
お
け
る
脾
病
、
小
腸
病
、

大
腸
病
の
概
念
に
つ
い
て

高
島
文
一

巨
虚
上
廉
を
取
る
。

「
小
腸
病
」
小
腹
痛
、
腰
と
背
中
が
痛
み
、
睾
丸
が
引
き
つ
る
。

手
の
太
陽
小
腸
経
に
沿
っ
て
肩
、
手
の
小
指
の
あ
た
り
に
熱
が
出

る
。
巨
虚
下
廉
を
取
る
。

『
素
問
』
蔵
気
法
時
論
第
二
十
二

「
脾
病
」
身
重
く
肌
肉
瘻
え
、
足
収
ま
ら
ず
、
行
け
ば
、
善
く
痩

し
、
脚
下
痛
む
、
虚
す
れ
ば
腹
満
し
て
腸
が
鳴
る
。
残
泄
し
て
食
化

せ
ず
。
そ
の
経
は
太
陰
、
陽
明
、
小
陰
の
血
あ
る
も
の
を
取
る
、
又
、

さ
と

日
映
（
午
後
二
時
頃
）
に
慧
く
、
日
出
に
甚
し
く
下
哨
（
日
暮
れ
）

に
静
と
な
る
。
写
に
は
苦
を
生
い
、
補
に
は
甘
を
用
う
。

『
霊
枢
』
五
閲
五
使
第
三
十
七

「
脾
病
」
唇
黄

二
諸
病
源
候
論
、
外
台
秘
要
に
お
け
る
記
載
は
認
め
ら
れ
ず
。

三
『
千
金
要
方
』
に
お
け
る
記
載
は
認
め
ら
れ
ず
。

四
唐
の
孫
子
通
の
『
千
金
翼
方
』
に
お
け
る
記
載

『
千
金
翼
方
』
巻
二
十
七
針
灸
中

「
小
腸
病
」
左
手
寸
口
の
陽
実
の
脈
が
あ
る
と
小
腸
は
実
で
あ

る
。
心
下
が
苦
し
く
、
急
に
熱
が
出
て
蝉
が
あ
り
、
小
腸
内
熱
、
小

便
は
赤
黄
と
な
る
。
手
太
陽
小
腸
経
の
中
管
（
院
）
の
両
辺
、
相
去
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る
こ
と
半
寸
の
陰
都
を
刺
す
。
灸
は
随
年
壮
、
小
腸
熱
病
を
主
る
。

膳
を
挾
ん
で
両
辺
相
去
る
一
寸
を
魂
舎
と
い
う
。
灸
は
百
壮
、
小
腸

洩
利
膿
血
を
主
る
。

「
大
腸
病
」
大
腸
前
は
腸
中
艫
脹
し
、
食
不
消
化
を
主
る
・
灸
四
十

壮
、
承
満
（
巨
關
を
挾
ん
で
相
去
る
五
寸
）
は
腸
中
雷
鳴
し
相
逐
い

て
下
痢
す
る
も
の
を
主
る
灸
五
十
壮
。
他
に
治
淡
飲
法
と
し
て
、
結

積
留
飲
、
胸
満
、
飲
食
不
消
に
対
し
て
、
上
院
の
外
方
一
糎
の
通
谷

に
灸
五
十
壮
。

「
脾
病
」
脾
前
は
、
四
肢
寒
熱
、
腰
痙
き
て
悦
仰
す
る
を
得
ず
、

身
黄
、
腹
満
、
食
嘔
を
主
る
。

治
老
大
小
便
失
禁
法
、
大
小
便
不
通
（
灸
謄
下
一
寸
三
壮
）
、
治

大
便
難
法
（
灸
第
七
椎
両
傍
一
寸
七
壮
）
、
大
便
閉
塞
、
気
結
、
心

堅
満
（
灸
石
門
百
壮
）
、
小
便
不
利
、
大
便
数
洩
注
（
灸
天
枢
百
壮
）

五
考
察

『
素
問
』
『
霊
枢
』
で
は
、
陽
明
大
腸
経
、
太
陽
小
腸
経
、
太
陰
脾

経
と
い
う
経
絡
を
考
え
、
そ
の
流
注
の
腹
部
に
位
置
す
る
部
分
に
臓

服
の
病
症
を
考
え
て
い
る
。
「
大
腸
病
」
は
、
腸
全
体
の
痛
桑
、
殊

に
膳
の
付
近
が
痛
む
。
取
穴
は
陽
明
胄
経
の
巨
虚
上
廉
を
取
る
。

「
小
腸
病
」
は
、
下
腹
部
の
痛
み
、
腰
痛
が
あ
る
。
取
穴
は
陽
明
胃

経
の
巨
虚
下
廉
を
取
る
。
「
脾
病
」
は
全
身
の
肉
が
瘻
え
、
四
肢
の

運
動
が
障
害
さ
れ
る
。
腹
満
、
腸
鳴
、
残
泄
な
ど
腹
部
全
体
の
症
状

が
で
る
。

『
千
金
翼
方
」
は
、
救
急
療
法
が
主
で
あ
る
の
で
、
具
体
的
で
あ

ブ
（
》
Ｏ

「
大
腸
病
」
大
腸
前
に
灸
四
十
壮
し
て
、
腸
の
腫
脹
、
食
物
不
消

化
を
治
す
。
上
腹
部
の
承
満
、
通
谷
に
灸
五
十
壮
し
て
、
下
痢
、
留

飲
な
ど
を
治
療
す
る
。
こ
れ
は
横
行
結
腸
を
め
ざ
す
も
の
と
思
わ
れ

ラ
（
》
Ｑ

「
小
腸
病
」
膳
の
付
近
の
陰
都
、
魂
舎
に
灸
し
て
、
心
下
の
苦

痛
、
洩
利
等
を
治
療
す
、
小
腸
を
贋
を
中
心
と
し
て
考
え
る
。

「
脾
病
」
脾
前
を
用
い
一
て
腰
痛
、
腹
満
、
食
嘔
を
治
療
す
。
大
便

小
便
不
通
に
膳
下
一
寸
に
灸
す
る
。
大
便
難
に
背
部
第
七
椎
両
傍
一

寸
に
灸
す
る
。
大
便
閉
塞
に
石
門
に
灸
百
壮
、
小
便
不
利
、
大
便
致

洩
注
に
天
枢
に
灸
す
る
。
こ
の
よ
う
に
背
部
、
腹
部
全
般
に
広
汎
に

取
穴
し
て
い
る
。

六
ま
と
め

脾
は
広
汎
な
腹
部
の
消
化
吸
収
機
能
を
総
括
し
、
小
腸
は
、
膳
を

中
心
と
し
た
部
分
の
機
能
を
考
え
、
大
腸
は
、
上
行
、
横
行
、
下
行
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結
腸
を
考
え
、
治
療
は
横
行
結
腸
を
主
体
と
し
て
考
え
る
よ
う
で
あ

る
。
小
腸
、
大
腸
の
実
体
は
観
察
し
て
お
り
な
が
ら
、
経
絡
の
立
場

か
ら
把
握
し
、
脾
は
五
臓
の
一
つ
と
し
て
観
念
的
に
消
化
吸
収
の
主

か
ら
把
握
し
、
脾
は
五
臓
の
三

体
と
考
え
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。

（
京
都
府
京
都
市
）

国
宝
指
定
の
『
史
記
』
南
宋
慶
元
黄
善
夫
之
敬
室
刊
本
（
南
化
本
）

一
百
三
十
巻
（
国
立
歴
史
民
族
博
物
館
所
蔵
）
は
、
集
解
。
索
隠
・

正
義
の
三
注
合
本
と
し
て
は
も
っ
と
も
古
く
、
中
国
本
土
に
は
快
し

て
伝
わ
ら
な
い
。
本
書
は
『
史
記
』
の
底
本
と
し
て
も
逸
品
で
あ
る

が
、
そ
こ
に
記
さ
れ
た
多
量
の
書
き
入
れ
も
ま
た
史
記
研
究
資
料
と

し
て
第
一
級
の
価
値
が
あ
る
。
水
沢
利
忠
『
史
記
会
注
考
証
校
補
』

に
よ
れ
ば
、
本
書
は
鎌
倉
期
に
は
日
本
に
将
来
さ
れ
て
お
り
、
そ
の

後
、
公
家
社
会
の
学
問
に
代
っ
て
あ
ら
た
に
学
問
の
主
流
に
な
り
つ

つ
あ
っ
た
五
山
の
学
僧
の
手
に
帰
し
て
い
る
。
本
書
に
は
数
名
の
筆

に
な
る
書
き
入
れ
が
あ
る
が
、
そ
の
ほ
と
ん
ど
は
、
幻
雲
（
月
舟
寿

桂
、
一
四
六
○
’
一
五
三
三
）
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。
幻
雲
の
書
き

入
れ
は
、
こ
と
に
扁
鵲
倉
公
列
伝
第
四
十
五
に
お
い
て
は
精
密
を
極

め
て
お
り
、
各
葉
の
間
に
数
葉
を
綴
入
す
る
ほ
ど
細
か
く
行
わ
れ
て

国
宝
宋
版
『
史
記
』
扁
鵲
倉
公
列
伝
に
お

け
る
幻
雲
注
の
引
用
医
書
に
つ
い
て

関
信
之
、
小
曽
戸
洋
、
真
柳
誠
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